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Ⅰ．社会生活の前提
１．基盤
　(1) 社会生活の基盤を二つあげてください。　　　　　　　　　　　５点
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(2) 以下の文の中で正しいものに〇をつけてください。　　　　　１０点
　　　　ａ．聖書は私たちの信仰だけの規範である。
　　　　ｂ．日本の社会には、安心して頼れる生活の規範がある。
　　　　ｃ．イエス・キリスは救い主であり、歴史と世界の主である。
　　　　ｄ．イエス・キリストの力は心と体だけに現わされる。
２．現実
　(1) 日本の社会では、特に何が最優先されるでしょうか。二つあげてくだ　　　さい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０点
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　(2) どのような社会の現実が信仰に戦いを挑んでくると思いますか。
　　　あなたの考えを書いて下さい。　　　　　　　　　　　　　　　５点
３．立場と姿勢　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０点
　(1) 空欄を適当な文字でうめてください。
　　・クリスチャンは□の□、□の□である。
　　・クリスチャンはキリストによってこの世に□□□□□□　　いる。
　(2) あなたがこれまで社会にとってきた態度は、妥協型、孤立型、対決型　　　のいずれかにあてはまりますか。もしこれとはちがう態度があればあ　　　げて簡単に説明してください。　　　　　　　　　　　　　　　５点
　(3) 以下の文中にまちがっているものが一つあります。それを選んで〇を　　　つけてください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５点
  　 ａ.クリスチャンは使命を与えられて、神よりこの世に派遣されている。
　　 ｂ.クリスチャンは積極的な社会的責任を負わされている。
　　 ｃ.クリスチャンは仕事を適当に切り上げて、信仰だけに徹するべきで
　　　　ある。
　　 ｄ.クリスチャンは聖書と社会から謙虚に学びつづけるべきである。
　(4) 社会生活に必要なクリスチャンの姿勢を五つ挙げてください。
　　                                                          １０点
４．目的
　(1) クリスチャンは究極的にどのような目的で社会生活をおくりますか。                                                              １０点
　(2) 私たちは、何を神からあずかって、その管理をゆだねられているので　　　しょうか。五つ挙げてください。　　　　　　　　　　　　　１０点
５．活力
　(1) 社会生活の原動力は教会生活を中心とした毎日の信仰生活です。そこ　　　で与えられる具体的な三つの力は何でしょうか。　　　　　　１０点
　　　　　１．　　　　　　　　　　　
　　　　　２．　　　　　　　　　　　
　　　　　３．　　　　　　　　　　　
　(2) ピリピ４：１１～１３から、どのような信仰を学びとることができま　　　すか。あなたの考えを書いてください。　　　　　　　　　　１０点
	


　　　　　　　　　　　ワークブック
	教会名
氏　名　　　　　　　　　 　　　　　　　 年　　月　　日
	 採点
　　　点


Ⅱ．社会生活の実際
１．学校生活
　(1) 以下の文の中で正しいものを一つ選んで〇をつけてください。　５点
　　 ａ.学校生活の時期は、社会人となるための信仰の基礎をしっかり身に　　　　つける準備期間である。
　　 ｂ.受験期は教会を休んででも勉強に集中すべきである。
　　 ｃ.部活やサークル活動は、どんな場合でも絶対加わるべきではない。
　　 ｄ.クリスチャンは信仰の友だけとつきあうべきで、それ以外の友をつ　　　　くらない方がよい。
　(2) あなたは受験の模試や部活、諸活動が主日・聖日とかち合ったとき、　　　これまでどのとように対処してきましたか。また、もしこの点で証し　　　があれば書いてください。　　　　　　　　　　　　　　　　１０点
２．職場生活
　(1) 空欄に最適の言葉を書き入れてください。
　　　信仰の□□に忠実であれば、クリスチャンは社会の期待にも応え

　　　られる社会人になれるが、まず祈りに始まり、祈りに終わる毎日の生
　　　活の□□□を確立し、自分の職業を□より与えられたものと

　　　確信し、仕事もつき合いも、神第一主義をつらぬく一方､｢何をするに
　　　も、人に対してではなく、□に対してするように、心から働きなさ
　　　い」のみことばを実践し、心と体の健康に役立つような□□の過

　　　ごし方をして、幅広い豊かな人となり、神からつかわされた証人とし

　　　ての光を輝かすべきである。
　(2) 会社でのつき合いに関して、酒との問題に関して、証しや失敗したこ
　　　とをありのままに書いてください。その体験から、あなたは何を一番
　　　学びとりましたか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０点
３．地域生活
　(1) 以下の文の中で正しいものを一つ選んで〇をつけてください。　５点
　　 ａ.教会生活を充実させるために、近所付合いはしない方がよい。
　　 ｂ.神社の寄附は社会的習慣で宗教的意味がないから、町内会との付合

　　　　い上、できるだけ協力する。
　　 ｃ.異教の葬式にはいっさい出席すべきではない。
　　 ｄ.近所の方とは、どのような人とでも、積極的に付合っていく。
　(2) 仏式の葬式に出席したことがありますか。あれば、そこでどのように

　　　ふるまったかを簡単に書いてください。　　　　　　　　　　　５点
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　(3) 地域のボランティア活動をしている場合、そのことについて簡単に書

　　　いてください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５点
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
４．市民生活　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０点　(1) 国家と政治とのかかわりを示すみことばを三つ書いてください。
　　 ａ.｢カイザルのものはカイザルに､□のものは□に返しなさい｣

　　　　　 （マタイ22：21）
　 　ｂ.｢すべての人は、□□□□□□に従うべきである。　
　　　 　なぜなら､□によらない□□はなく､おおよそ存在している
　　　　 □□は､すべて神によって立てられたものだからである」
　　　　(ロマ13：１）
　　 ｃ．｢□□に従うよりは、□に従うべきである｣(使徒５：２９)
(2) 一市民として、クリスチャンは国家に対していろいろな義務があります

　　が、そのうちの二つを挙げてください。　　　　　　　　　　　１０点
　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　
(3) 次の文はどこがまちがっているでしょうか。訂正してください。
　　 ａ.「上に立つ権威に従うべきである」とあるから、どんな場合でも無

　　　　　条件で国家に服従しなければならない。　　　　　　　　　５点　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　 　ｂ.国家の動向を気にしないで、クリスチャンは伝道すべきである。  　      　　                                                    ５点
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　 ｃ.社会的責任と伝道とは両立しない。天皇制にまつわる問題を真剣に　　　　受けとめると、伝道ができなくなる。　　　　　　　　　　　５点　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　(4) 聖書の中で、まちがった政策への服従を強要されて、国家よりも神に　　　従った人物を一人あげて、それがどんな場合であったかを簡単に書い　　　てください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５点　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
５．老いへの備え
　(1) 以下の文で正しいと思われるものに〇をつけてください。　　　５点
　　 ａ.老年は人生の休息期であるから、できるだけ自分だけの世界を大切　　　　にすべきである。
　　 ｂ.高齢者はこれまでの人生を整理し、自分のペースで静かに生活すべ　　　　きで、新しい物事に挑戦すべきではない。
　　 ｃ.神の恵みによって社会との積極的なかかわりを持った熟年は、より　　　　円熟した人生をおくることができる。
　　 ｄ.老年期には、教会の交わりに生きるべきで、社会での伝道奉仕は若　　　　い人たちにまかせた方がよい。
　(2) 聖書の中で、はつらつとした老後を迎え、恵まれた奉仕を全うした人　　　物を一人とりあげ、その証しを具体的に書いてください。　　　５点　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
Ⅲ  今後の課題
　あなたは、社会人として、証しの使命に生きる上で、何が一番大切だと思いますか。ご自分の考えを書いてください。                      ３０点
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

